
 

 

 

 

各分野ごとの論文データベースが豊富で、複数のデータベースの横断検索も可能。 

全文が閲覧できる論文も多数。 

 

 

＜データベースを利用するには＞ 

●学内からアクセスする場合 

① 図書館WEBページ右の「データベース検索」のボタンを押す。 

② 「資料タイプ」のプルダウンあるいは「検索」ボタンからデータベースを検索。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●学外からアクセスする場合 
① 図書館WEBページ右の「学外からのリモートアクセス」のボタンを押す。 

② 利用上の注意、利用方法等を確認する。（図書館 WEB ページ右の「動画で学ぼう 資料の探し方・データ

ベースの使い方」に掲載している「3-1.リモートアクセスについて」の動画も必ず確認しよう！） 

※リモートアクセスは、東京女子大学に所属する専任教員・大学院学生・学部生に限っています。 

データベース提供元との契約上の制限がありますので、 

家族や友人等に利用させることのないよう注意してください。 

③ 「同意してログインへ」のボタンをクリックする。 

④ 「学内からアクセスする場合」の②と同じ手順で、利用したいデータベースを検索する。 

⑤ 利用したいデータベース名の下に表示されている「学外からはこちら」をクリックする。 

⑥ 認証（ログイン）が求められるので、「ID」と「パスワード」を入力する。 

※学生の場合、IDは学内統一パスワードの ID (@cis.twcu.ac.jpの前の部分）、 

パスワードは学内統一パスワード 

「検索」ボタンから 

各データベースの名前で 

検索も可能。 

「資料タイプ」から 

「論文（フルテキスト）」を選択 

利用したいデータベースを選択 

雑誌記事・論文を探す／新聞記事を探す 

【EBSCO hostの使い方】 
Academic Search Premier／MLA International Bibliography／PsycINFO・PsycARTICLES 
Newｓpaper Source Plus／Communication Source 

どこから利用するかによって 
アクセス方法が変わります！ 



＜基本的な検索の仕方＞ 

１. 利用するデータベースを選択する 

いずれのデータベースをクリックしても、まずはこの画面が表示されるので、利用するデータベース

を選択する（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 入手したい論文、新聞記事等のキーワード（英語）を入力する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キーワードを単数形で入力した場合は、自動的に複数形を含めて検索するが、複数形で入力した場

合には単数形を含まずに検索するので覚えておこう！ 

・AND検索／OR検索／NOT検索など、プルダウンから選択して検索することが可能。 

 検索結果を絞り込みたいとき、増やしたいときなど利用してみよう！ 

チェックを入れたデータベースを 

横断検索可能。 

チェックを入れたら上の「続行」ボタンを押す。 

選択したデータベースが表示される 

複数のキーワードから 

検索することができる 

検索対象を全文、著者、タイトルなどから

選択することができる 
検索のポイント！ 

 



３. 検索結果一覧から読む論文を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「出版時期」や資料の種類である「ソース

タイプ」、主題を表す「サブジェクト」など

から絞り込みが可能。 

「HTML全文」「PDF全文」 

とあるものは、 

オンライン上で全文が閲覧できる 

論文を表している 



４．論文情報を確認する 

●オンラインで閲覧できる論文の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オンラインで閲覧できない論文の場合 

 

 

 

 

 「情報を入手するには」のボタンを押すと、本学が
契約している他のデータベースやオープンアクセス
のデータベース等で、オンラインで読めるものがな
いかを探してきてくれます。 

それでもオンラインで読めない場合は、「東京女子
大学 OPAC」や「CiNii Books」などを利用して、
冊子体を探してみよう！ 

ここから論文を閲覧できる 

 

Google Drive に保存したり、電子メールで

送信したりが可能。 

「引用」では、論文を引用する際の書式が 

表示される  

※分野によって形式が変わるので、自分の分

野ではどの形式を用いるのか確認が必要！ 

ここから音声を再生することも可能 

 


